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調査の概要

　八反遺跡は最上川右岸の自然堤防上に位置する。遺跡

周辺の果樹園や畑、水田の地割には最上川の旧河道の痕

跡が残されており、一帯が最上川の氾濫原であったこと

がわかる。旧河道に沿って沼袋遺跡、長瀞本楯跡等、古

代から中世の遺跡が分布している。

　地元の伝承では、遺跡の周辺に壇状の地形が 8 箇所

あったとされ、「八反」の地名の由来となっている。

　今年度は事業範囲内の南半部を調査対象とした。中世

の遺構面の下層から古代以前の遺構面が確認された。下

層の遺構面および北半部については平成 24 年度に調査

を予定している。

遺構と遺物

　調査の結果、火葬遺構や集石遺構など葬送に関連する

遺構が数多く見つかった。

　火葬遺構は、幅 40 ～ 60cm、長さ 100 ～ 120cm 程

の長方形で、長辺の両側に溝が直交する。壁面が被熱し、

底面に炭化物が堆積している。炭化物の上層から火葬骨

が出土している（写真８～ 11）。

　SK0587 火葬遺構（写真８）は、北側に頭骨、南側に

足骨が確認されており、火葬時の姿勢が復元できる可能

性がある。その他、中央部の凹みに骨が集中しているも

の（SK0123・写真９）、底面全体に骨が散乱した状態

のもの（SK693・写真 10） 、骨がほとんど出土しない

もの（SK0059・写真 11）など多様な出土状況が認め

られる。

　集石遺構は調査区の北東部に集中する。直径 50cm 程

度の円形の土坑（写真４）や溝状遺構など様々な形の遺

構に数 cm 大の石が埋められている。

　SK0599 集石遺構（写真５）は長軸 2.8m、短軸 1.8

ｍの不定形の範囲に石が集めれており、古銭が６枚重
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　遺跡位置図（1：50,000）
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なった状態で出土している。死者に供えた六道銭と考え

られる。六道銭が出土したことから、集石遺構は埋葬施

設の可能性がある。ただし、少数の集石遺構から火葬骨

が出土しているものの、多くの集石遺構からは火葬骨の

出土は確認できなかった。

　SX0609 集石遺構はＬ字型の浅い溝状遺構で、方形に

巡る区画施設となる可能性がある。墓域の中心的な施設

と考えられる。この区画施設を中心に、その周囲に集石

遺構、さらに外側に火葬遺構が分布している。

　SX0569 は大形の不定形の土坑で、骨片、板碑の残欠

が出土している（写真７）。この遺構より西側は遺構の

分布が希薄となる。

　SX0609 集石遺構の周辺から青磁や古瀬戸等、15 世

紀を中心に、13 ～ 15 世紀頃の遺物が出土している（写

真２）。遺構、遺物の状況から、中世後半にこの一帯が

葬送の場であったことが明らかになった。

　調査区の南部からは河川跡が見つかっている。堆積状

況から４時期の変遷が確認された。縄文時代から近世の

遺物が出土している。

　中世の遺構面下約 20 ～ 30cm には、古墳時代から奈

良・平安時代の遺構面が分布している。竪穴住居跡や溝

跡等が見つかっている。遺構面間の遺物包含層からは古

墳時代から平安時代の遺物が多量に出土している。

まとめ

　調査によって、八反遺跡は中世の墓地であることが明

らかになった。遺跡の南側にある居館の長瀞本楯跡を中

心とし、その北側に屋敷地（沼袋遺跡）と墓地（八反遺

跡）が展開する最上川右岸の中世の景観が想定できる。

　図１　調査区概要図（1/5,000）

　写真２　中世の遺物（青磁・古瀬戸）

　写真１　調査前状況（南から）
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　図２　遺構配置図（1/1,000）

　写真７　SX0569 出土板碑（南東から）　写真３　SX0609 集石遺構（北西から）

　写真４　SK0208 集石遺構（北から）

　写真５　SK599 集石遺構（北東から）

　写真６　SK599 出土古銭（写真５の黒丸位置から出土）
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　写真 12　調査区全景（北東から）※写真奥の調査区が沼袋遺跡

　写真 11　SK0059 火葬遺構（北東から）

　写真９　SK0123 火葬遺構（北西から）　写真８　SK0587 火葬遺構（北東から）

　写真 10　SK0693 火葬遺構（東から）


